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東京23区・特別区長会との
連携協定締結式等

平成29年度重点施策提案に
係る国会議員説明会等

今年もやってきた　おいしい食の総選挙‼ 
ふじワングランプリ2016

　６月26日 (日)、今年で５回目となる「ふじワングランプリ」を食彩ときわ館駐
車場で開催しました。
　このイベントは、りんごやにんにくなど、藤崎町の特産品を活用したオリジナル
商品を、B－１グランプリ形式で優勝を決める食の祭典です。
　今年は11店舗が参加し、オープニングセレモニーが始まる頃には、お目当ての
商品を心待ちにしたお客さんが各店舗前に行列を作っていました。
　来場者も ｢いろんな商品を一度に食べられて楽しい｣、「次はどれを食べようか
な？」など、自分のお気に入りを見つけてとっても満足そうでした。
　お店によっては午前中で売り切れる商品もあり、毎年大好評のイベントです！



２あおもり

地方創生のさらなる推進を訴える
平成29年度重点施策提案に係る

国会議員説明会
県・市長会・町村会３団体合同で

吉田会長が地方創生の推進、地方財政基盤の充実・強化等を訴える

　

本
会
は
、
県
、
市
長
会
の
三
団
体
合
同
に
よ
り
、
六
月

十
二
日
、
青
森
市
の
青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
平
成
二
十
九
年
度

重
点
施
策
提
案
に
係
る
国
会
議
員
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
吉
田
会
長
、
金
澤
副
会
長
、
森
内
副
会
長
を

は
じ
め
役
員
町
村
長
が
出
席
し
、県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、

地
方
創
生
の
推
進
や
、
地
方
財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化
な
ど
、

七
項
目
の
重
点
施
策
を
説
明
し
、
実
現
へ
協
力
を
求
め
た
。

　

説
明
会
に
は
、
県
選
出
国
会
議

員
の
津
島
淳
衆
議
院
議
員
、
江
渡

聡
徳
衆
議
院
議
員
、
大
島
理
森
衆

議
院
議
長
、
木
村
太
郎
衆
議
院
議

員
、
高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議
員
、

升
田
世
喜
男
衆
議
院
議
員
、
滝
沢

求
参
議
院
議
員
の
ほ
か
、
代
理
と

し
て
国
会
議
員
秘
書
が
出
席
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
か
ら
は
吉
田
会
長
、

森
内
副
会
長
を
は
じ
め
役
員
町
村

長
十
五
人
、
県
か
ら
は
、
三
村
知

事
ほ
か
副
知
事
と
関
係
部
局
長
、

県
市
長
会
か
ら
は
鹿
内
会
長
ほ
か

各
市
長（
代
理
含
む
）

な
ど
、
約
百
三
十
人

が
出
席
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
三

村
知
事
が
主
催
者
を

代
表
し
あ
い
さ
つ
し

た
後
、
県
、
市
長
会
、

本
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

重
点
施
策
が
説
明
さ

れ
、
そ
の
後
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
は

じ
め
に
吉
田
会
長
が

あ
い
さ
つ
の
中
で
、

「
町
村
は
急
速
な
少

子
高
齢
化
の
進
行
や

人
口
減
少
等
、
極
め

て
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
活

性
化
に
向
け
て
地
方
創
生
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
く
の
で
、
町
村
が

取
り
組
む
施
策
に
つ
い
て
ご
支
援

願
う
。
ま
た
、財
政
基
盤
の
充
実
・

強
化
、
地
域
医
療
の
確
保
・
充
実

及
び
子
育
て
支
援
、
農
林
水
産
業

の
振
興
、
社
会
基
盤
の
整
備
促

進
、
観
光
客
誘
客
対
策
、
環
境
保

全
対
策
等
も
重
要
課
題
で
あ
る
の

で
、
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
、
引
き
続
き
、
本

会
事
務
局
か
ら
、
地
方
創
生
の
推説明会には約130人が出席
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進
や
、
地
方
財
政
基
盤
の
充
実
・

強
化
な
ど
、
七
項
目
の
重
点
施
策

を
説
明
し
た
。（
本
会
重
点
施
策

の
説
明
項
目
は
上
記
の
と
お
り
）。

　

ま
た
、
県
か
ら
地
域
経
済
を
支

　

本
会
は
、
県
、
市
長
会
の
三
団

体
合
同
に
よ
り
六
月
十
五
日
、
東

京
都
内
で
、
自
由
民
主
党
を
は
じ

め
内
閣
官
房
、
総
務
省
、
厚
生
労

え
る
企
業
等
の
取
組
支
援
策
の
継

続
・
拡
充
な
ど
十
九
項
目
、
市
長

会
か
ら
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
制

度
の
創
設
な
ど
十
二
項
目
の
重
点

施
策
を
説
明
し
た
。

働
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通

省
に
対
し
、
平
成
二
十
九
年
度
の

重
点
施
策
提
案
を
行
っ
た
。　

　

本
会
か
ら
は
吉
田
会
長
が
出
席

し
、
土
井
国
土
交
通
副
大
臣
及
び

関
係
省
庁
幹
部
に
面
談
の
う
え
、

本
県
の
実
情
を
強
く
訴
え
施
策
の

実
現
を
求
め
た
。

説明会には県選出国会議員７人が出席 三村知事が主催者を代表してあいさつ

１．地方創生の推進について（３団体共通要望項目）
２．地方財政基盤の充実・強化について（３団体共通要望項目）
３．医療・保健・福祉施策の強力な推進について
　（１）地域医療の確保・充実及び総合的な子育て支援について
　（２）国民健康保険制度の安定運営について
４．農林水産業の振興について
　（１）ＴＰＰ協定について　（２）農業の振興について
　（３）林業の振興について　（４）水産業の振興について
５．社会基盤の整備について
６．観光客誘客対策の推進について
７．環境保全対策の推進について

本 会 重 点 施 策 の 説 明 項 目

関
係
省
庁
等
に

重
点
施
策
提
案
活
動

土井国土交通副大臣へ要望
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会
議
は
、
県
側
か
ら
三
村
知
事

ほ
か
関
係
部
局
長
、
各
地
域
県
民

局
長
と
、
本
会
か
ら
は
吉
田
会
長
、

金
澤
、
森
内
両
副
会
長
は
じ
め
県

内
全
三
十
町
村
長
（
代
理
出
席
二

町
村
含
む
）
と
郡
町
村
会
事
務
局

長
が
出
席
し
た
。

　

主
催
者
の
三
村
知
事
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
吉
田
会
長
が
県
に
対

す
る
項
目
の
提
言
を
述
べ
、
県
担

当
部
局
か
ら
は
、
当
日
回
答
の
項

目
に
対
す
る
所
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

（
概
要
は
後
述
の
と
お
り
）

　

次
に
県
・
町
村
共
通
の
政
策
課

題
と
し
て
、
県
提
出
の
「
津
軽
海

峡
交
流
圏
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

及
び
本
会
提
出
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
に
係
る
取
組
み
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
た
。

本
会
提
言
に
対
す
る
県
所
見

（
会
議
当
日
回
答
分
、
一
部
抜
粋
、

項
目
番
号
は
下
記
の
提
言
項
目
番

号
に
符
号
）

６　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育

て
支
援
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

（
５
）
健
康
づ
く
り
と
平
均
寿
命

の
延
伸
に
つ
い
て

　

平
均
寿
命
延
伸
の
た
め
、
短
期

的
に
は
喫
煙
防
止
対
策
や
が
ん
検

診
受
診
率
の
向
上
を
図
り
、
長
期

的
に
は
子
供
の
肥
満
対
策
や
食
生

活
の
改
善
等
、
次
の
世
代
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
食
育
の
観
点
か
ら
は
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
そ
れ
ぞ

れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し

た
食
育
の
推
進
、
青
森
な
ら
で
は

の
食
の
力
を
活
か
し
た
健
康
を
育

む
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

７　

雇
用
及
び
移
住
・
定
住
者
促

進
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　

食
の
分
野
、
成
長
分
野
に
お
け

る
人
財
確
保
・
育
成
や
商
品
開
発
、

販
路
拡
大
等
の
支
援
に
努
め
て
い

く
。
ま
た
、
企
業
誘
致
に
お
い
て

は
、
農
工
・
食
品
関
連
等
、
本
県

が
比
較
優
位
性
を
発
揮
で
き
る
分

野
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

創
業
・
起
業
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

創
業
支
援
拠
点
の
体
制
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、

都
内
に
あ
る
「
あ
お
も
り
暮
ら
し

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
の
就
職

情
報
の
発
信
、
県
専
用
ス
ペ
ー
ス

の
拡
大
等
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。

ま
た
、
若
者
や
シ
ニ
ア
、
女
性
の

各
層
に
対
し
個
別
の
情
報
提
供
を

し
て
い
く
。

８　

農
林
水
産
業
の
振
興

に
つ
い
て

（
２
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
つ

い
て

　

引
き
続
き
生
産
現
場
の

意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、

国
か
ら
も
積
極
的
に
情
報

収
集
し
な
が
ら
、
町
村
会

と
も
連
携
し
て
本
県
農
林

水
産
業
の
課
題
解
決
に
向

け
た
施
策
・
制
度
を
国
に

強
く
求
め
て
い
く
。

９　

社
会
基
盤
の
整
備
促

進
等
に
つ
い
て

（
１
）
防
災
・
減
災
・
老

朽
化
対
策
に
つ
い
て

　

市
町
村
や
関
係
機
関
と

情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら

災
害
に
強
い
人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み

を
県
全
体
と
し
て
さ
ら
に
前
へ
進

め
て
い
く
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
技
術
説
明
会
や
現
場
研

修
等
を
通
じ
て
点
検
等
に
関
す
る

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
く
。

　

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
期

限
延
長
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
協
力
を
し
な
が
ら
引
き
続

き
地
方
に
お
け
る
防
災
・
減
災
対

策
を
進
め
る
た
め
の
財
源
確
保
に吉田会長が本会重要施策について提言

　

県
は
六
月
一
日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
平
成

二
十
八
年
度
市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
を
開
催
し
、
本

会
か
ら
吉
田
会
長
を
は
じ
め
全
町
村
長
が
出
席
（
代
理
出
席

二
町
村
含
む
）
し
、
県
に
対
し
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育

て
支
援
施
策
の
推
進
な
ど
十
二
項
目
の
提
言
事
項
を
説
明

し
、
実
現
を
強
く
訴
え
た
。

医療・保健・福祉・子育て支援
施策の推進など12項目を提言

津軽海峡交流圏の活性化、まち・ひと・しごと創生について津軽海峡交流圏の活性化、まち・ひと・しごと創生について
意見交換意見交換

平成28年度市町村長会議（町村の部）平成28年度市町村長会議（町村の部）
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つ
い
て
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

11　

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
及

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

　

福
島
第
一
原
発
事
故
の
早
期
収

束
を
図
る
た
め
、
国
と
事
業
者
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
加
速

す
る
よ
う
、
引
き
続
き
全
国
の
関

係
団
体
と
共
に
要
請
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
原
子
力
規
制
委
員
会

に
対
し
て
は
、
厳
正
か
つ
迅
速
な

審
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
体
制
の

充
実
・
強
化
等
に
つ
い
て
も
全
国

の
関
係
団
体
と
共
に
責
任
あ
る
対

応
を
要
請
し
て
い
く
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
は
様
々
な
観

点
か
ら
バ
ラ
ン
ス
と
柔
軟
性
の
あ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
確
立

に
向
け
て
、
中
長
期
的
に
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
む
よ
う
、
国
に
求

め
て
い
く
。

　

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
の
原

子
力
防
災
対
策
に
関
し
て
は
、
原

子
力
規
制
委
員
会
等
の
検
討
状
況

を
注
視
し
て
い
く
。

12　

教
育
施
策
等
の
推
進
に
つ
い

て

（
１
）
県
立
高
等
学
校
教

育
改
革
次
期
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　

充
実
し
た
教
育
環
境
の

整
備
と
各
地
域
の
実
情
に

配
慮
し
な
が
ら
、
教
育
改

革
に
関
す
る
情
報
を
広
く

提
供
し
、
県
民
の
理
解
と

協
力
の
下
、
県
全
体
の
高

等
学
校
教
育
の
充
実
に
取

り
組
む
。
平
成
三
十
年
度

か
ら
の
第
一
期
実
施
計
画

に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
市
町
村
教
育
委
員
会
や

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

等
で
組
織
す
る
地
区
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、
平

成
二
十
九
年
度
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

三村知事が県と町村とのより一層の連携を呼びかける

平成28年度市町村長会議（町村の部）提言項目
１　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

２　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

３　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て

４　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

５　

海
岸
漂
着
物
の
廃
棄
処
理
対
策
に
つ
い
て

　
（
１
）
漂
流
・
漂
着
船
舶
・
ゴ
ミ
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
２
）
海
岸
漂
着
海
藻
の
処
理
対
策
に
つ
い
て

６　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
に
つ

い
て

　
（
１
）
総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
２
）
地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

　
（
３
）
弘
前
大
学
医
師
修
学
資
金
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
（
４
）
国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
運
営
に
つ
い
て

　
（
５
）
健
康
づ
く
り
と
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

７　

雇
用
及
び
移
住
・
定
住
者
促
進
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

８　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
（
１
）
農
政
改
革
に
つ
い
て

　
（
２
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
つ
い
て

　
（
３
）
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
等
に
つ
い
て

　
（
４
）「
青
天
の
霹
靂
」
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
県
産
米
の
評

価
向
上
に
つ
い
て

　
（
５
）
り
ん
ご
生
産
振
興
対
策
等
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

①
り
ん
ご
果
実
飲
料
の
原
料
原
産
地
表
示
に
つ
い
て

　
　

②
果
樹
経
営
安
定
制
度
の
確
立
に
つ
い
て

　
　

③
り
ん
ご
防
除
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　
（
６
）
県
産
農
林
水
産
品
の
販
路
拡
大
と
六
次
産
業
化
等

に
つ
い
て

　
　

①
販
路
拡
大
等
に
つ
い
て

　
　

②
輸
出
拡
大
に
つ
い
て

　
　

③
県
産
食
材
の
学
校
給
食
で
の
利
用
拡
大
に
つ
い
て

　
（
７
）
適
切
な
森
林
整
備
と
県
産
材
の
利
用
促
進
等
に
つ

い
て

　
（
８
）
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
９
）
漁
業
経
営
安
定
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

　
（
10
）
水
産
資
源
の
回
復
・
管
理
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

①
サ
ケ
ふ
化
放
流
事
業
に
か
か
る
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　
　

②
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に
つ
い
て

９　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に
つ
い
て

　
（
１
）
防
災
・
減
災
・
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

　
（
２
）
道
路
の
整
備
促
進
及
び
道
路
整
備
予
算
の
確
保
に

つ
い
て

　
（
３
）
主
要
幹
線
道
路
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
（
４
）
下
北
半
島
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
等
の
整
備

に
つ
い
て

　
（
５
）
市
町
村
道
除
排
雪
費
の
確
保
に
つ
い
て

　
（
６
）
函
館
〜
大
間
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
恒
久
的
運
航
に
向

け
た
制
度
の
確
立
に
つ
い
て

　
（
７
）
一
級
河
川
岩
木
川
及
び
馬
淵
川
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

10　

観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

11　

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ

い
て

12　

教
育
施
策
等
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
１
）
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
次
期
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

　
（
２
）
栄
養
教
諭
の
配
置
促
進
に
つ
い
て
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国
へ
の
重
点
施
策
提
案
事
項
等
を
決
定

役
員
合
同
会
議

　

本
会
は
五
月
二
十
六
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
正
副
会
長
・

理
事
・
監
事
・
顧
問
合
同
会
議
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
吉
田
会
長

を
は
じ
め
役
員
町
村
長
十
二
人
。

　

会
議
で
は
県
、
市
長
会
と
三

者
合
同
に
よ
り
実
施
す
る
平
成

二
十
九
年
度
重
点
施
策
の
国
会
議

員
説
明
会
で
の
本
会
か
ら
の
提
案

事
項
を
協
議
し
、
原
案
ど
お
り
承

認
、
決
定
し
た
。

協
議
事
項

○
平
成
二
十
九
年
度
重
点
施
策
提

　

本
会
は
六
月
二
十
五
日
、
県
市

長
会
と
合
同
で
、
青
森
市
の
ホ
テ

ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
青
森
に
て
東

京
二
十
三
区
・
特
別
区
長
会
と
の

連
携
協
定
締
結
式
を
行
っ
た
。

　

特
別
区
長
会
は
人
口
減
少
に
よ

る
地
域
の
崩
壊
や
経
済
の
衰
退
な

ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
で
、
東

京
を
含
む
各
地
域
が
共
に
発
展
・

成
長
し
な
が
ら
共
存
共
栄
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

「
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
取

り
組
み
が
今
回
の
協
定
締
結
に
つ

な
が
っ
た
。

　

締
結
式
に
は
、
本
会
か
ら
は
吉

田
会
長
、
森
内
副
会
長
を
は
じ
め

県
内
町
村
長
十
人
（
副
町
村
長
二

人
含
む
）、
特
別
区
長
会
か
ら
西

川
会
長
は
じ
め
特
別
区
長
四
人
、

県
市
長
会
か
ら
鹿
内
会
長
は
じ
め

県
内
市
長
三
人
が
出
席
し
た
ほ
か
、

来
賓
と
し
て
三
村
知
事
が
出
席
し

た
。

　

は
じ
め
に
特
別
区
長
会
の
西

川
会
長
が
「
東
京
二
十
三
区
が

中
心
に
な
っ
て
全
国
と
連
携
を

し
、
ウ
ィ
ン
―
ウ
ィ
ン
の
関
係
を

結
べ
て
い
け
た
ら
良
い
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
本
会
の
吉
田
会
長
か

ら
は
「
青
森
県
は
海
や
山
の
産
物

が
豊
富
だ
。
り
ん
ご
や
マ
グ
ロ
な

ど
が
有
名
な
産
物
だ
が
、
こ
の
協

定
締
結
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
町
村
の
素
晴
ら
し
い
魅
力
を

新
た
な
観
点
で
捉
え
て
も
ら
い
た

い
」
と
今
回
の
協
定
締
結
に
対
す

る
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
協
定
書
へ
の
調
印

と
出
席
者
ら
に
よ
る
記
念
撮
影
が

行
わ
れ
た
。

案
に
係
る
国
会
議
員
説
明
会
等
に

つ
い
て
＝
本
会
か
ら
の
提
案
項
目

を
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。（
説

明
会
の
概
要
は
、
本
紙
二
、三
頁

参
照
。）

◎
平
成
二
十
九
年
度
政
府
予
算
編

成
及
び
施
策
に
関
す
る
提
案

内
閣
官
房
関
係

　
　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

内
閣
府
関
係

　
　

道
州
制
導
入
反
対
に
つ
い
て

復
興
庁
関
係

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
つ
い
て

総
務
省
関
係

１　

町
村
自
治
の
確
立
及
び
地
方

財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化
に
つ

い
て

２　

自
治
体
病
院
に
対
す
る
財
政

措
置
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

３　

情
報
化
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
文
部
科
学
省
関
係

　

栄
養
教
諭
の
配
置
促
進
に
つ

い
て

厚
生
労
働
省
関
係

１　

地
域
医
療
の
確
保
・
充
実
に

つ
い
て

２　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策

の
推
進
に
つ
い
て

３　

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運

営
に
つ
い
て

４　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定

運
営
に
つ
い
て

５　

雇
用
施
策
の
充
実
・
強
化
に

つ
い
て

農
林
水
産
省
関
係

１　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

２　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て

３　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
、
原
子
力
規
制
委
員
会

１　

原
子
力
施
設
等
の
安
全
対
策

及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い

て
２　

電
源
地
域
振
興
の
た
め
の
交

付
金
制
度
の
充
実
・
強
化
に
つ

い
て

３　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
に
係
る
諸
施
策
の
推

進
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
、
観
光
庁
関
係

１　

防
災
・
減
災
・
老
朽
化
対
策

の
強
化
に
つ
い
て

２　

道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て

３　

治
水
対
策
に
つ
い
て

４　

観
光
客
誘
客
対
策
に
つ
い
て

環
境
省
関
係

　

環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

あいさつを述べる吉田会長

３会長が協定書に調印

特
別
区
長
会
と
包
括
的
な
連
携
協
定
を
締
結

両
地
域
の
発
展
・
成
長
の
推
進
で
協
力
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本
会
に
事
務
局
を
置
く
三
つ

の
各
団
体
は
、
五
月
二
十
六
日
、

青
森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
平
成

二
十
八
年
度
理
事
会
、
総
会
を
開

催
し
た
。

　

各
団
体
は
、
平
成
二
十
七
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
平
成

二
十
八
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
等
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
山
村
過
疎
地
域
振

興
連
盟
青
森
県
支
部
は
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
の
選
任
を
行
っ
た
。

　

各
団
体
の
理
事
会
、
総
会
の
概

要
は
次
の
と
お
り
。

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

　

理
事
会
に
は
吉
田
会
長
（
六
戸

町
長
）
を
は
じ
め
、
理
事
十
一
人

（
代
理
含
む
）
が
出
席
し
、
収
支

予
決
算
等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

全
国
山
村
過
疎
地
域

振
興
連
盟
青
森
県
支
部

　

理
事
会
に
は
、野
坂
支
部
長（
横

浜
町
長
）を
は
じ
め
理
事
九
人（
代

理
含
む
）
が
出
席
し
、
収
支
予
決

算
等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
正
・

副
支
部
長
の
選
任
を
行
い
、
支
部

長
に
野
坂
横
浜
町
長
（
山
村
振
興

部
会
長
兼
任
）、
副
支
部
長
に
森

内
外
ヶ
浜
町
長
、
東
條
鰺
ヶ
沢
町

長（
過
疎
地
域
対
策
部
会
長
兼
任
）

を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
し
た
。

発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
青
森
県
支
部

　

総
会
に
は
、
関
支
部
長
（
西
目

屋
村
長
）
を
は
じ
め
会
員
市
町
村

か
ら
三
人
が
出
席
し
、
収
支
予
決

算
等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

青森県広報広聴協議会理事会

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

（
会
員
数
＝
県
・
40
市
町
村
）

吉田会長

会　

長

　

吉　

田　
　
　

豊（
六
戸
町
長
）

副
会
長

　

鹿　

内　
　
　

博（
青
森
市
長
）

　

原　

田　

啓　

一（
県
企
画
政
策
部
長
）

理　

事

　

葛　

西　

憲　

之（
弘
前
市
長
）

　

小　

林　
　
　

眞（
八
戸
市
長
）

　

髙　

樋　
　
　

憲（
黒
石
市
長
）

　

平　

山　

誠　

敏（
五
所
川
原
市
長
）

　

小
山
田　
　
　

久（
十
和
田
市
長
）

　

宮　

下　

宗
一
郎（
む
つ
市
長
）

　

福　

島　

弘　

芳（
つ
が
る
市
長
）

　

長　

尾　

忠　

行（
平
川
市
長
）

　

阿　

部　

義　

治（
今
別
町
長
）

　

相　

川　

正　

光（
鶴
田
町
長
）

　

関　
　
　

和　

典（
西
目
屋
村
長
）

　

斗　

賀　

壽　

一（
東
北
町
長
）

　

飯　

田　

浩　

一（
風
間
浦
村
長
）

　

山　

本　

晴　

美（
田
子
町
長
）

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興

連
盟
青
森
県
支
部

（
会
員
数
＝
28
市
町
村
）

青
森
県
町
村
会
内
部
団
体

協
議
会
共
通
監
事

野坂支部長

支
部
長

　

関　
　
　

和　

典（
西
目
屋
村
長
）

副
支
部
長

　

竹　

原　

義　

人（
三
戸
町
長
）

会　

員

　

青

森

市

　

黒

石

市

　

十

和

田

市

　

平

川

市

　

鰺

ヶ

沢

町

　

深

浦

町

　

種　

市　

一　

正（
三
沢
市
長
）

　

三　

浦　

正　

名（
五
戸
町
長
）

　

平　

田　

博　

幸（
藤
崎
町
長
）

支
部
長

　

野　

坂　
　
　

充

（
横
浜
町
長
）〈
山
・
過
〉

　
（
山
村
振
興
部
会
長
兼
任
）

副
支
部
長

　

森　

内　
　
　

勇

（
外
ヶ
浜
町
長
）〈
山
〉

　

東　

條　

昭　

彦

（
鰺
ヶ
沢
町
長
）〈
過
〉

　
（
過
疎
地
域
対
策
部
会
長
兼
任
）

理　

事

　

平　

山　

誠　

敏

（
五
所
川
原
市
長
）〈
過
〉

　

長　

尾　

忠　

行

（
平
川
市
長
）〈
山
〉

　

船　

橋　

茂　

久

（
平
内
町
長
）〈
過
〉

　

関　
　
　

和　

典

（
西
目
屋
村
長
）〈
山
〉

　

山　

田　

年　

伸

（
大
鰐
町
長
）〈
過
〉

　

小　

野　

俊　

逸

（
中
泊
町
長
）〈
山
〉

　

飯　

田　

浩　

一

（
風
間
浦
村
長
）〈
山
〉

　

樋　

口　

秀　

視

（
佐
井
村
長
）〈
過
〉

　

竹　

原　

義　

人

（
三
戸
町
長
）〈
過
〉

　

三　

浦　

正　

名

（
五
戸
町
長
）〈
山
〉

※
〈
山
〉
は
山
村
担
当
理
事

※
〈
過
〉
は
過
疎
担
当
理
事

発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
青
森
県
支
部

（
会
員
数
＝
8
市
町
村
）

関支部長

　　本会に事務局を置く各団体役員名簿（平成28年７月１日現在）

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
を
決
定

各
団
体
理
事
会
・
総
会



８あおもり

　

本
会
は
五
月
二
十
四
日
、
青
森

市
の
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
町

村
総
務
課
長
会
議
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
町
村
総
務
担
当
課
長
等

二
十
九
人
。

　

会
議
で
は
、
本
会
総
務
課
が
町

村
長
健
康
管
理
研
修
、
弔
慰
金
の

支
給
、
顧
問
弁
護
士
な
ど
総
務
関

係
十
一
項
目
、
業
務
共
済
課
が
各

種
研
修
、
町
村
職
員
採
用
統
一
試

験
、
法
令
外
負
担
金
の
規
制
な
ど

業
務
関
係
十
一
項
目
、
公
有
建
物

災
害
共
済
事
業
な
ど
共
済
関
係
七

項
目
、
市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構

が
徴
収
実
績
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
、
各
業
務
に
対
す
る
理
解
と
協

力
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
県
総
務
部

市
町
村
課
長
・
県
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長
の
安
藤
毅
氏
が
「
参

議
院
議
員
選
挙
へ
向
け
て
〜
十
八

歳
選
挙
権
・
投
票
率
の
向
上
〜
」

と
題
し
講
演
し
た
。

　

講
演
で
は
、
は
じ
め
に
県
の
選

挙
啓
発
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
。
平
成
二
十
六
年
衆
議
院
選
挙

で
本
県
の
国
政
選
挙
投
票
率
が
二

年
連
続
最
下
位
と
な
っ
た
こ
と
を

　

本
会
は
六
月
一
日
、
青
森
市
の

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、
総
務
厚

生
委
員
会
並
び
に
産
業
経
済
委
員

会
を
開
催
し
、
県
各
部
局
か
ら
県

主
要
施
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

総
務
厚
生
委
員
会

　

は
じ
め
に
三
浦
委
員
長
が
「
県

と
町
村
の
相
互
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
機
会
に
し
た
い
。」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
引
き
続
き
、

県
総
務
部
市
町
村
課
の
宇
野
課
長

代
理
か
ら
「
町
村
に
お
け
る
行
財

政
に
係
る
課
題
等
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
人
事
評
価
制
度
や
市
町
村

間
連
携
の
推
進
等
行
政
運
営
に
つ

い
て
の
ほ
か
、
市
町
村
に
お
け
る

財
政
健
全
化
に
向
け
た
計
画
の
策

定
等
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
っ
た
。
町
村
長
か
ら
は
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お

け
る
事
業
債
の
平
成
三
十
年
度
以

降
の
見
通
し
等
に
関
す
る
質
問
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
県
健
康
福
祉
部
の
楠
美

次
長
か
ら
「
平
成
二
十
八
年
度
県

健
康
福
祉
部
の
主
要
施
策
」
と
題

し
、
県
地
域
医
療
構
想
の
実
現
に

向
け
た
取
組
と
し
て
へ
き
地
等
地

域
医
療
支
援
対
策
事
業
や
ハ
イ
リ

ス
ク
妊
産
婦
ア
ク
セ
ス
支
援
事
業

等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

町
村
長
か
ら
は
、
町
村
に
お
け
る

看
護
士
の
確
保
と
そ
の
定
着
に
関

す
る
質
問
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活

発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

産
業
経
済
委
員
会

　

は
じ
め
に
、
鈴
木
委
員
長
か
ら

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
引
き
続
き
、

県
農
林
水
産
部
の
高
谷
次
長
か
ら

「
平
成
二
十
八
年
度
『
攻
め
の
農

林
水
産
業
』
の
取
組
方
針
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
平
成
二
十
八
年
度

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
関
連
予
算
の
概
要
や

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
等
の
説

明
が
あ
っ
た
。
町
村
長
か
ら
は
繁

殖
雌
牛
の
地
域
内
一
貫
生
産
体
制

に
つ
い
て
の
ほ
か
、
担
い
手
対
策
、

労
働
力
供
給
シ
ス
テ
ム
等
に
関
す

る
質
問
、
意
見
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
県
観
光
国
際
戦
略
局
の

秋
田
次
長
か
ら
「
青
森
県
の
観
光

国
際
戦
略
」
と
題
し
、
青
函
デ
ィ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
の
国
内
誘
客
対
策
や
、
国
際

誘
客
に
お
け
る
立
体
観
光
の
推
進
、

青
森
県
輸
出
拡
大
戦
略
等
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

重
大
に
受
け
止
め
、
県
は
平
成

二
十
七
年
三
月
に「
脱
低
投
票
率
」

を
宣
言
。
同
年
六
月
の
県
知
事
選

挙
で
は
投
票
所
の
利
便
性
向
上
や
、

Ｃ
Ｍ
、
各
種
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ

る
啓
発
、
民
間
企
業
等
の
協
力
な

ど
各
市
町
村
や
各
種
団
体
と
連
携

し
て
取
り
組
み
、
投
票
率
は
前
回

知
事
選
か
ら
約
二
パ
ー
セ
ン
ト
上

昇
し
た
。

　

ま
た
、
県
の
十
八
歳
選
挙
権
対

策
と
し
て
、
大
学
生
を
対
象
と
し

た
若
者
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

高
等
学
校
に
お
け
る
選
挙
出
前
講

座
な
ど
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
説

明
。
こ
れ
ら
の
対
策
は
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
か
ら
の
関
心
も
高
い
と
し

た
。

本
会
事
業
に
対
し
協
力
を
要
請

参
議
院
選
挙
へ
向
け
県
選
管
が
講
演

町
村
総
務
課
長
会
議

安藤課長が県の投票率・18歳選挙権対策について講演

総務厚生委員会

産業経済委員会

総
務
厚
生
・
産
業
経
済
両
委
員
会
を
開
催

　

県
主
要
施
策
等
で
意
見
交
換



９ 　あおもり

　

本
会
は
、
県
市
長
会
、
県
市
町

村
振
興
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

六
月
三
十
日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ

ラ
ス
青
い
森
で
、
面
接
試
験
技
法

研
修
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は

市
町
村
の
人
事
担
当
管
理
職
員
等

二
十
一
人
。

　

本
会
の
小
笠
原
常
務
理
事
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
公
益
財
団
法
人

日
本
人
事
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の

平
野
晋
悟
氏
が
面
接
試
験
の
基
礎

知
識
や
質
問
・
評
価
の
技
法
等
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

平
野
氏
は
「
面
接
試
験
の
役
割

は
人
物
面
の
資
質
を
検
証
す
る
こ

と
で
あ
り
、
受
験
者
の
人
柄
、
意

欲
、
対
人
関
係
能
力
等
を
判
定
す

る
こ
と
が
必
要
。
か
つ
て
、
公
務

員
等
の
面
接
試
験
は
一
問
一
答
方

式
で
、
様
々
な
質
問
を
受
験
者
に

投
げ
か
け
、
答
え
の
良
し
悪
し
を

判
定
し
て
い
た
。
こ
の
研
修
会
で

は
、
面
接
時
、
受
験
者
に
安
心
し

て
話
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
本

来
の
姿
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
ま
た
、
人
物
・
面
接
が

重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
た
め
、
面

接
者
の
役
割
・
責
任
も
重
み
を
増

し
、
訓
練
す
る
必
要
が
あ
る
。」

と
述
べ
た
。

　

模
擬
面
接
試
験
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

で
は
、
出
席
者
は
受
験
者
の
面
接

カ
ー
ド
の
内
容
を
確
認
し
な
が
ら

評
定
票
を
使
用
し
、
評
定
根
拠
を

明
ら
か
に
し
て
評
価
す
る
訓
練
を

行
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
模
擬

面
接
実
習
で
は
、
面
接
官
役
が
受

験
者
役
に
対
し
て
、
同
じ
話
題
で
、

内
容
を
展
開
し
な
が
ら
質
問
を
連

続
し
て
行
っ
た
。
こ
の
手
法
は
、

受
験
者
の
回
答
に
対
し
て
質
問
を

重
ね
る
た
め
、
事
前
対
策
が
難
し

く
、
趣
味
等
の
質
問
を
連
続
さ
せ

る
こ
と
で
、
受
験
者
が
安
心
し
て

回
答
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
来
の

姿
を
確
認
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
出
席
者
は
、
面
接
官
役
と
受

験
者
役
に
分
か
れ
て
実
習
を
行
っ

た
。

青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成28年７月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ２ 31.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 阿　　部　　義　　治 S25. 9.18 １ 29.10.12
外 ヶ 浜 町 森　　内　　　　　勇 S13. 3. 2 ３ 29. 4.23 沼　　田　　謙　　市
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 １ 29.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 東　　條　　昭　　彦 S16. 4.15 ２ 29.12.26 佐　　藤　　　　　薫
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ２ 28.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ３ 30. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ２ 31.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ２ 30. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ３ 28.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 １ 31. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 1 30. 8.20
中 泊 町 小　　野　　俊　　逸 S17. 7.29 ５ 29. 4.23 秋　　元　　良　　一

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 ２ 31.10.26 松　　山　　英　　樹
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ３ 29. 4.23 似　　鳥　　和　　彦
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ７ 32. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ３ 28.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 斗　　賀　　壽　　一 S19. 7. 2 ２ 29. 4.23 蛯　　名　　鉱　　治
お い ら せ 町 三　　村　　正 太 郎 S24.10. 7 ５ 30. 3.25
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 １ 30. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ３ 29. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ５ 29. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 飯　　田　　浩　　一 S35. 5. 5 ２ 31. 4.25
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 １ 30. 4.26

三
戸
郡

三 戸 町 竹　　原　　義　　人 S25.11.28 ２ 28.12.15 藤　　村　　正　　彦
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ５ 31. 6.26 鳥 谷 部　　禮 三 郎
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ２ 32. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ５ 30. 2.11 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ３ 29.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 須　　藤　　良　　美 S15. 3.29 ３ 29. 5.28 横　　田　　孝　　夫

面接者の役割を説明する平野氏

面
接
試
験
技
法
研
修
会

効
果
的
な
面
接
技
法
と
は
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理
の
拠
点
と
し
て
の
優
位
性
を

も
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
少
子
高
齢
化
と
地
域
産
業

　

横
浜
町
の
二
〇
四
〇
年
の

人
口
は
二
〇
一
〇
年
と
比
べ

三
一
・
四
％
減
少
す
る
と
推
測
さ

れ
、
こ
れ
は
全
国
平
均
の
約
二
倍

の
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
六
五
歳
以
上
人
口
が
全
人
口

に
占
め
る
割
合
も
全
国
値
を
上
回

る
な
ど
、
少
子
高
齢
化
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
産
業
は
日
本
有
数
の
作
付

面
積
を
誇
る
「
な
た
ね
」
を
は
じ

め
、「
な
が
い
も
」
や
「
ば
れ
い

し
ょ
」が
特
産
で
あ
り
、「
な
ま
こ
」

「
ほ
た
て
」
の
漁
獲
量
は
県
内
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。
横
浜
町
の

産
業
別
人
口
割
合
は
第
一
次
産
業

道の駅よこはまエリア地方創生拠点基本計画　完成予想図

　

横
浜
町
は
今
年
三
月
、
県
と
共
同
で
「
道
の
駅
よ
こ
は
ま
エ
リ
ア

地
方
創
生
拠
点
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
道
の

駅
を
含
む
周
辺
エ
リ
ア
を
産
業
振
興
、
地
域
福
祉
、
防
災
の
三
つ
の

機
能
を
有
す
る
「
地
方
創
生
拠
点
」
と
し
、
地
域
が
抱
え
る
多
く
の

課
題
の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　

道
の
駅
「
よ
こ
は
ま
」
は
国
道

二
七
九
号
（
横
浜
バ
イ
パ
ス
）
に

併
設
す
る
道
の
駅
と
し
て
平
成

十
一
年
四
月
に
供
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
道
の
駅
周
辺
に
は
小
・
中

学
校
や
給
食
セ
ン
タ
ー
、
三
保
野

公
園
な
ど
の
教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
が
立
地
し
、
バ
イ
パ

ス
沿
い
に
は
コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
民
間
施
設
も

立
地
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
エ
リ
ア
内
に
は
物
産
販

売
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
備
え
た
「
菜

の
花
プ
ラ
ザ
」
や
、
特
産
品
加
工

セ
ン
タ
ー
や
惣
菜
加
工
棟
、
交
流

館
な
ど
の
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
年
五
月
に
開
催

す
る「
菜
の
花
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

期
間
中
は
駐
車
場
が
手
狭
に
な
る

な
ど
、
多
く
の
来
訪
客
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
道
の
駅
の
年

間
入
込
客
数
は
約
十
六
万
人
を
記

録
す
る
な
ど
、町
の
観
光
拠
点（
交

流
拠
点
）
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
は
現
在
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
下
北
半
島
縦
貫

道
路
の
中
間
地
点
に
位
置
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
場
所
、
道
路
管

道
の
駅
「
よ
こ
は
ま
」

地
域
の
課
題

ま

ち
づくりへ

の

上北郡

横
よこ

浜
はま

町
まち

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

　
「
道
の
駅
」
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り　

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
賑
わ
い
」
と
「
見
守
り
」
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が
二
九
・
三
％
と
全
国
平
均
の
約

七
倍
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
次
産

業
の
強
み
を
活
か
し
た
地
域
振
興

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
第
一
次
産
業
就
業
者
の

う
ち
三
割
以
上
が
六
十
五
歳
以
上

で
あ
り
、
高
齢
者
で
も
働
き
や
す

い
環
境
の
整
備
と
産
業
の
担
い
手

の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
地
域
福
祉
・
医
療

　

横
浜
町
に
は
病
院
施
設
及
び
病

床
が
設
置
さ
れ
て
い
る
一
般
診
療

所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
救
急
搬
送
が

必
要
な
場
合
は
隣
町
の
病
院
へ
搬

送
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
重
症
患

者
に
つ
い
て
は
都
市
部
の
病
院
へ

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
発

着
場
と
し
て
横
浜
中
学
校
駐
車
場

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用

時
に
車
両
移
動
が
必
要
と
な
り
、

学
校
活
動
に
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
地
域
医
療
体
制
の
充
実
化
、

医
療
の
非
自
立
性
へ
の
対
応
は
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
自
然
災
害
リ
ス
ク

　

平
成
二
十
四
年
二
月
に
発
生
し

た
豪
雪
で
は
国
道
二
七
九
号
が

十
九
時
間
半
に
わ
た
り
全
面
通
行

止
め
に
な
り
、
車
両
約
四
百
台
が

立
ち
往
生
し
、
約
四
百
三
十
名
が

道
の
駅
を
は
じ
め
、
近
く
の
小
中

学
校
や
集
会
所
等
に
避
難
す
る
事

態
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
た
時
に
は
、
北
海
道
か
ら
の
支

援
物
資
が
大
間
港
を
利
用
し
て
被

災
地
へ
輸
送
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
・

ト
レ
ー
ラ
ー
に
よ
る
輸
送
量
が
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

国
道
二
七
九
号
も
輸
送
の
主
経
路

と
し
て
利
用
さ
れ
、
こ
の
時
、
道

の
駅
も
災
害
活
動
の
中
継
基
地
と

し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
規
模
災
害
発
生
時

に
は
現
国
道
二
七
九
号
は
通
行
止

め
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
平
成

二
十
四
年
二
月
豪
雪
の
際
に
下
北

半
島
縦
貫
道
路
供
用
区
間
が
唯
一

通
行
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

代
替
路
線
の
確
保
や
防
災
機
能
の

強
化
が
必
要
と
の
認
識
が
広
ま
り

ま
し
た
。

　

今
回
策
定
さ
れ
た
計
画
で
は
道

の
駅
周
辺
エ
リ
ア
を
地
域
資
源
と

捉
え
、「
賑
わ
い
」
と
「
見
守
り
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
産
業
振
興
、

地
域
福
祉
の
向
上
、
防
災
拠
点
化

の
三
つ
を
両
立
さ
せ
た
「
地
方
創

生
拠
点
」
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
産
業
振
興
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
農
業
・
漁
業
体

験
や
イ
ン
タ
ー
ン
受
入
な
ど
の
企

画
を
提
案
し
、
地
域
内
外
と
の
交

流
、
体
験
学
習
を
通
じ
て
町
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
特
産
品
加

工
セ
ン
タ
ー
や
惣
菜
加
工
棟
を
活

用
し
、
多
く
の
特
産
品
や
加
工
品

の
製
造
・
販
売
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
よ
り
購
買
魅

力
の
あ
る
商
品
開
発
を
専
門
家
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
直
売
所
の
充
実
化
を

図
る
た
め
、
売
り
場
の
工
夫
・
改

善
や
、
高
齢
の
生
産
者
で
も
出
荷

し
や
す
い
よ
う
在
庫
状
況
の
提
供

や
、
集
荷
サ
ー
ビ
ス
の
一
日
を
通

し
た
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
に
地
域
福
祉
の
充
実
化
を
図

る
取
り
組
み
と
し
て
、
商
品
の
宅

配
サ
ー
ビ
ス
や
道
の
駅
へ
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
送
迎
サ
ー
ビ
ス
で
は
高
齢

者
へ
の
声
か
け
、
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
も
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

防
災
機
能
の
向
上
の
た
め
、
防

災
備
蓄
倉
庫
を
新
設
し
、
全
町
民

と
道
路
利
用
者
分
の
食
料
及
び
生

活
用
品
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、

平
成
二
十
四
年
二
月
豪
雪
に
お
け

る
国
道
二
七
九
号
の
全
面
通
行
止

め
の
経
験
を
踏
ま
え
、
新
た
に
除

雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し
、
確

実
な
除
雪
体
制
を
確
保
し
ま
す
。

加
え
て
、
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

敷
地
を
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸

場
や
イ
ベ
ン
ト
の
場
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

基
本
計
画
に
お
い
て
方
向
性
を

示
し
た
施
策
事
業
に
つ
い
て
、
五

月
三
十
日
に
立
ち
上
げ
た
協
議
会

を
通
じ
て
、
施
策
の
導
入
検
討
や

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
幅
広
い

層
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
産

業
団
体
、
異
業
種
間
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
視
野
に
入
れ
て
ア

イ
デ
ア
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

※
横
浜
町
の
『
道
の
駅
よ
こ
は
ま

エ
リ
ア
事
業
推
進
協
議
会
』
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
横
浜
町

役
場
産
業
振
興
課
（
０
１
７
５
―

７
８
―
２
１
１
１
）
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

計
画
の
実
現
に
向
け
て

整
備
方
針
と
施
策

５月中旬に見頃を迎える菜の花畑は毎年多くの
人が訪れる

地元の子供会で開いた農業体験

豪雪により19時間半国道279号が全面通行止め
（H24.2）
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町 村 ト ピ ッ ク ス

第
５
回 

め
ざ
せ
日
本
一
！

鰺
ヶ
沢
イ
カ
の
カ
ー
テ
ン
ま
つ
り

荒
馬
ま
つ
り

勇
壮
な
荒
馬
を
見
ま
せ
ん
か
？

　大鰐町では毎年７月～８月にかけて
サマーフェスティバルを実施してお
り、期間中には平川親水公園でのオー
プニングイベント、グラウンドゴルフ
大会やねぷた運行、そして最終日の灯
篭流し等様々な催しが行われます。大
鰐町内だけでなく町外のお客様も是非
お越しください。お待ちしております。

南津軽郡

お
お
わ
に
ま
ち

大
鰐
町

２
０
１
６
大
鰐
温
泉

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

西津軽郡

あ
じ
が
さ
わ
ま
ち

鰺
ヶ
沢
町

　「荒馬」とは田植えが終わり、田の
神が天に昇る時に農民が加護と感謝の
ために行われる神送りの行事で、全国
でも珍しい男女一対で踊る今別町の伝
統芸能です。迫力ある馬役の男性と華
麗な衣装に身を包んだ手綱の女性が町
内を練り歩き踊る姿は、多くの方を魅
了します。
　８月６日の合同運行では、海峡花火
大会も開催されます。
○合同運行：８月６日（土）午後５時～
○自由運行：８月４日（木）、５日（金）、
　　　　　　７日（日）
※場所や時間は団体により異なります。

東津軽郡

い
ま
べ
つ
ま
ち

今
別
町

　このイベントは、野辺地町の基盤を
築いてきた「海」をテーマに、自然や
観光、産業、郷土料理などの屋台村が
立ち並ぶほか、特産物コーナーが設け
られ、ステージショーも行われます。
夜は花火大会で締めくくる野辺地町の
一大イベントに、ぜひ足を運んでみて
ください。
〇期日　７月24日（日）11時～
〇場所　のへじ潮騒公園
　　　　（雨天時：野辺地町立体育館）

上北郡

の
へ
じ
ま
ち
野
辺
地
町

２
０
１
６
の
へ
じ

常
夜
燈
フ
ェ
ス
タ

問い合わせ先　大鰐町役場企画観光課
　　　　　　　TEL 0172-48-2111

問い合わせ先　鯵ヶ沢町商工会
　　　　　　　TEL 0173-72-2376

問い合わせ先　今別町観光協会
　　　　　　　TEL 0174-35-2014

　「めざせ日本一！鰺ヶ沢イカのカー
テンまつり」が今年も開催されます。
日本一長～いイカのカーテンづくりで
は昨年の記録80メートルを上回る新記
録に挑戦！会場では名物イカの生干し
＆炭火焼き体験ができるほか、特産品
等が当たる抽選会も。ご家族・友人お
誘い合わせのうえ、ぜひご来場くださ
い。
○日時：９月３日（土）9：30 ～ 16：00
○会場：海の駅わんど向かい特設会場
　前売りチケット１枚1,000円（イカ
１枚、抽選券、お買い物券付き）

問い合わせ先　「のへじ常夜燈フェスタ」実行委員会
　　　　　　　（野辺地町役場地域戦略課内）
　　　　　　　TEL 0175-64-2111

あら ま

あ
ら
ま
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　「全国将棋祭り」は、女流プロ棋士
公式戦「倉敷藤花戦」をはじめ、「大
山名人杯争奪将棋大会」、小学生が将
棋の駒に扮して行われる「子ども人間
将棋」、プロ棋士による指導対局など、
イベント盛りだくさんの２日間となっ
ております。将棋好きの方はもちろん、
あまり将棋を知らない方も楽しめる内
容となっておりますのでぜひお越しく
ださい。
○開催日：８月20日（土）～21日（日）
○会　場：おいらせ町みなくる館

上北郡

お
い
ら
せ
ち
ょ
う

お
い
ら
せ
町

お
い
ら
せ
町「
全
国
将
棋
祭
り
」

下北郡

か
ざ
ま
う
ら
む
ら

風
間
浦
村

　７月30日（土）、31日（日）に小舟
渡海岸で「はしかみいちご煮祭り」を
開催します。階上町自慢のいちご煮や
海藻ラーメンのほか新鮮な海産物など
が販売されるお祭りで、県外からも多
数のお客様にご来場いただいておりま
す。“はしが立つ”と言われるほど具だ
くさんな「元祖いちご煮」は数量限定
販売ですので、お早目にお買い求めく
ださい。皆様のご来場お待ちしており
ます。

三戸郡

は
し
か
み
ち
ょ
う

階
上
町

問い合わせ先　階上町役場産業振興課農林水産グループ
　　　　　　　TEL 0178-88-2116

問い合わせ先　風間浦村観光協会　活イカ備蓄センター
　　　　　　　TEL 0175-36-2112

は
し
か
み
い
ち
ご
煮
祭
り
開
催
！

〜
自
慢
の
海
産
物
を
お
楽
し
み
に
〜

元
祖
烏
賊
様
レ
ー
ス

　下風呂温泉にある活イカ備蓄センター前の常設
レース場で７月から10月まで週２回程度行われてい
ます。どなた様でも自由にオーナーになり、レース
に参加できるとあって観光客にも人気があり、参加
者には、金・銀・銅のイカメダルや優勝者には村特
産品が贈られ、また優勝イカ予想投票もあり、みご
と当たった方にも特産品の商品があるという見て楽
しい、参加して楽しい烏賊様レースにぜひチャレン
ジしてください。また、活イカはその場で調理して
お刺身で食べてもよし、お土産にお持ち帰りもでき
ます。地方発送もＯＫ！
○時　期：７月中旬から10月末まで（毎週金・土曜日）
　　　　　（※８月中は、毎日開催）
○中止日：時化等により、イカの入荷が無く中止す

る場合があります。
○時　間：当日、午後４時30分までに集合受付し、

午後５時00分出走。
○料　金：オーナー 600円、投票券100円。
○その他：団体の場合は、要事前予約

●お知らせとお願い
　「あおもり町村自治」は、会務活動状況及び災害共済諸事業の啓発事項、県市町村総合事務組
合及び内部団体の活動状況のほか、町村長の紹介及び各町村の特集記事等を掲載し、３カ月に１
回季刊発行しています。
　本ページの「町村トピックス　いまが旬！」は、各町村の時期、季節の旬の情報をＰＲするコー
ナーで、イベント、観光スポット、施設、特産品、町の話題・出来事などが満載！
　各町村で、本紙への掲載希望事項等がありましたらご連絡ください。また、表紙写真や関連記
事等掲載依頼の際は、ご協力をよろしくお願いいたします。

問い合わせ先　全国将棋祭り実行委員会
　　　　　　　（おいらせ町役場社会教育・体育課内）
　　　　　　　TEL 0178-56-4276
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会業務共済課　TEL017（723）1331

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　42％割引（ 9等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　5 ％割引！
○保険料分割払（12回）も選択可能です。
○ロードサービスも無料でサービス！

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  1,000万円
自損事故傷害共済　  1,500万円
限定搭乗者　  500万円

Ａ　

型

対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  無制限
自損事故傷害共済　  
限定搭乗者　  

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

　

本
会
は
四
月
二
十
二
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
総
合
賠
償
補

償
保
険
事
務
担
当
者
研
修
会
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
県
内
市
町
村

の
担
当
者
三
十
六
名
。

　

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
本
会

の
小
笠
原
常
務
理
事
が
「
本
保
険

制
度
の
趣
旨
は
、
市
町
村
が
法
律

上
の
賠
償
金
の
支
出
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
財
政
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
と
、
賠
償
問
題
の
ス
ム
ー

ズ
な
解
決
に
よ
り
行
政
運
営
の
円

滑
化
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
る
。

今
後
と
も
本
保
険
制
度
に
ご
協
力

を
賜
り
た
い
。」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

引
き
続
き
、
本
保
険
幹
事
会
社

の
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
青
森

保
険
金
サ
ー
ビ
ス
課
の
小
沢
課
長

か
ら
あ
い
さ
つ
の
後
、
全
国
町
村

会
総
合
賠
償
補
償
保
険
の
概
要
と

事
故
処
理
に
つ
い
て
同
社
担
当
者

か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
担
当
者
か

ら
は
、
は
じ
め
に
本
年
度
の
改
正

点
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、

「
賠
償
補
償
事
案
が
年
々
複
雑
多

様
化
、
賠
償
額
も
高
額
化
の
傾
向

に
あ
り
、
住
民
の
損
害
賠
償
請
求

の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。
市
町

村
に
賠
償
義
務
が
発
生
し
た
場
合
、

そ
の
賠
償
責
任
の
過
失
割
合
に
応

じ
て
賠
償
保
険
が
対
象
と
な
る
。

事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
速
や
か

に
青
森
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
町

村
会
へ
連
絡
し
、
事
案
の
早
期
解

決
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
冬
季

に
多
く
発
生
す
る
事
故
・
施
設
の

屋
根
か
ら
の
落
雪
や
、
道
路
の
穴

凹
・
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
事
故

な
ど
へ
の
対
応
時
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
、
事
例
を
交
え
て
紹
介
が

あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
会
事
務
局
が
平
成

二
十
八
年
度
の
更
新
加
入
事
務
と

事
故
報
告
書
の
取
扱
い
及
び
平
成

二
十
七
年
度
加
入
状
況
、
支
払
実

績
等
を
説
明
し
、
本
保
険
制
度
に

対
す
る
更
な
る
理
解
と
協
力
を
求

め
た
。

あいさつする小沢課長

総
合
賠
償
補
償
保
険
制
度
を
説
明

事
務
担
当
者
研
修
会
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●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口で、6,000万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が50万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では100分の10又は450万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の50％又は火災共済契約額の50％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口10万円につき50円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円

　

本
会
は
六
月
二
日
、
青
森
市
の

ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
災
害
共

済
関
係
事
業
事
務
研
修
打
合
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
県
内
市
町

村
及
び
一
部
事
務
組
合
等
の
担
当

者
約
百
人
。

　

は
じ
め
に
本
会
の
小
笠
原
常
務

理
事
が
「
相
互
救
済
を
原
則
と
す

る
共
済
制
度
の
安
定
的
な
運
営
は
、

加
入
団
体
と
加
入
者
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
事
業
の

更
な
る
充
実
強
化
と
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
事

務
を
担
当
さ
れ
て
い
る
皆
様
方
の

御
理
解
と
御
協
力
が
不
可
欠
。
今

後
も
皆
様
方
の
ご
要
望
に
応
え
る

事
業
と
し
て
い
き
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

打
合
会
で
は
、
車
両
共
済
並
び

に
特
定
疾
病
保
険
の
幹
事
会
社
で

あ
る
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
青

森
支
社
か
ら
の
制
度
の
説
明
に
続

き
、
全
国
町
村
会
災
害
共
済
部
庶

務
課
の
杉
山
参
事
か
ら
任
意
生
命

共
済
の
概
要
や
退
職
後
継
続
加
入

制
度
の
事
務
手
続
の
ほ
か
、
保
険

金
・
給
付
金
請
求
に
伴
う
事
務
手

続
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
同
部
公
有
物
件
課
の
照

井
主
事
か
ら
は
公
有
建
物
共
済
に

お
け
る
共
済
委
託
に
係
る
留
意
点

を
は
じ
め
、
共
済
金
請
求
時
の
時

価
額
計
算
方
法
や
、
査
定
時
に
お

け
る
確
認
点
等
に
つ
い
て
事
例
を

交
え
て
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
生
協
火

災
・
自
動
車
共
済
の
七
月
継
続
更

新
事
務
を
は
じ
め
、
本
会
の
各
共

済
事
業
の
概
要
、
公
有
・
生
協
の

自
動
車
事
故
処
理
並
び
に
共
済
金

請
求
の
際
の
事
務
等
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
。

建物災害共済事業を説明する全国町村会照井主事

本
会
各
共
済
事
業
を
説
明

災
害
共
済
関
係
事
業
事
務
研
修
打
合
会
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随 想
第30話

平
ひら

田
た

　博
ひろ

幸
ゆき

藤崎町長

プロフィール

町議会議員４期　町体育協会会長                  
現在２期目、59歳

　

少
年
時
代
か
ら
泥
ん
こ
に
な
り

な
が
ら
野
球
に
明
け
暮
れ
、
高
校

で
は
主
将
に
抜
擢
さ
れ
、
責
任
の

重
大
さ
を
感
じ
な
が
ら
甲
子
園
を

目
指
し
、
三
年
生
最
後
の
夏
、
県

代
表
二
校
を
決
め
る
代
表
決
定
戦

で
、
母
校
弘
前
実
業
は
弘
前
工
業

に
惜
敗
し
、
甲
子
園
の
夢
は
絶
た

れ
ま
し
た
。

　

今
思
い
起
こ
せ
ば
、
辛
い
、
そ

し
て
厳
し
い
練
習
に
耐
え
、
ひ
た

す
ら
仲
間
を
信
じ
、
大
き
な
目
標

「
甲
子
園
」
へ
向
け
て
走
り
続
け

た
こ
と
が
今
の
道
標
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

高
校
卒
業
と
同
時
に
家
業
の
り

ん
ご
作
り
に
励
み
な
が
ら
青
年
団

活
動
に
没
頭
し
、
二
十
三
歳
の
時

に
結
婚
。
青
年
協
議
会
会
長
と
し

て
ふ
る
さ
と
藤
崎
町
の
発
展
を
仲

間
と
熱
く
語
ら
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
地
域
づ
く
り
に
深
く
関

わ
っ
た
こ
と
が
現
在
に
繋
る
原
点

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

藤
崎
町
は
、
世
界
各
国
で
栽
培

さ
れ
、生
産
量
世
界
一
を
誇
る「
ふ

じ
」
発
祥
の
地
で
あ
り
ま
す
。
先

人
達
が
英
知
を
結
集
し
、
努
力
を

続
け
て
、
昭
和
十
三
年
農
林
省
園

芸
試
験
場
東
北
支
場
が
誘
致
さ
れ
、

当
時
の
主
力
品
種
「
国
光
」
と
デ

リ
シ
ャ
ス
を
交
配
し
、
東
北
七
号

と
し
て
誕
生
。
後
の
昭
和
三
十
七

年
、
藤
崎
町
の
〝
ふ
じ
〞
と
日
本

一
の
富
士
山
の
如
く
立
派
な
り
ん

ご
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込

め
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
一
日
一
個
の
リ
ン
ゴ
は
医
者

を
遠
ざ
け
る
」
の
こ
と
わ
ざ
に
あ

る
よ
う
に
、
り
ん
ご
は
健
康
食
と

し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
も
生
産
者
、
関
係
す
る
皆
様

と
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
り

ん
ご
産
業

を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し

て
参
り
ま

す
。
ま
た
、

り
ん
ご
の

ほ
か
に
も

「
ト
キ
ワ

養
鶏
」
の

赤
い
玉
子
や
、
大
粒
で
真
っ
白
な

「
と
き
わ
に
ん
に
く
」
な
ど
、
農

産
物
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。

  

六
月
二
十
六
日
、
第
五
回
ふ
じ

ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
の
特
産
品
を
使
っ
た
料

理
や
ス
イ
ー
ツ
で
人
気
を
競
う
グ

ル
メ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ふ
じ
り
ん

ご
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
梅
沢
富
美

男
さ
ん
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
麺
で
特
別

参
加
し
、
会
場
の
「
食
彩
と
き
わ

館
」
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
十
九
日
、
二
十

日
の
二
日
間
で
開
催
さ
れ
る
第
四

回
ふ
じ
さ
き
秋
ま
つ
り
は
、
役
場

周
辺
を
主
会
場
に
、今
話
題
の「
青

天
の
霹
靂
」
十
俵
を
使
っ
た
ジ
ャ

ン
ボ
お
に
ぎ
り
や
直
径
三
メ
ー
ト

ル
の
ジ
ャ
ン
ボ
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の

制
作
。
文
化
・
健
康
・
産
業
の
三

本
柱
で
町
民
力
を
結
集
し
、
収
穫

へ
の
感
謝
を
込
め
て
町
内
外
の
皆

様
を
お
も
て
な
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
町
の
自
慢
と
し
て
、

千
百
二
十
五
人
の
児
童
生
徒
が
文

武
両
道
に
励
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

特
に
、
常
盤
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ン
ド
は
県
内
随
一
の
実
力
を
誇

り
、
昨
年
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
三

回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

で
は
見
事

金
賞
を
受

賞
。
応
援

に
駆
け
つ

け
た
私
も

思
わ
ず
感

動
の
も
ら

い
泣
き
を

し
ま
し
た
。

　

総
面
積
三
十
七
・
二
九
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
一
番
小
さ
な
町
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
中
心
に
地
方
創
生
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

①
地
域
産
業
に
魅
力
あ
る
〝
し

ご
と
〞
を
創
生
す
る　

②
ま
ち
の

未
来
を
築
く
〝
ひ
と
〞
を
創
生
す

る　

③
結
婚
・
子
育
て
の
希
望
を

か
な
え
る
〝
み
ら
い
〞
を
創
生

す
る　

④
い
き
い
き
と
活
力
あ

る
〝
ま
ち
〞
を
創
生
す
る　

を
基

本
目
標
に
、
津
軽
平
野
の
真
ん
中

に
位
置
し
、
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、

肥
沃
な
土
壌
に
恵
ま
れ
、
り
ん
ご
、

米
、
に
ん
に
く
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

等
県
内
外
に
誇
れ
る
農
産
物
の
宝

庫
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
六
次

産
業
化
を
含
め
た
農
産
物
拠
点
づ

く
り
を
は
じ
め
、町
民
参
画
の「
町

民
が
主
役
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
強
力
に
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

〜
白
球
を
追
い
か
け
た

少
年
時
代
か
ら
町
民
の

笑
顔
が
輝
く
町
へ
〜

ふじさき秋まつり

マーチングバンド全国大会


